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ひび割れ深さ測定

V×ｔ＝伝播距離
V≒4000ｍ／ｓ

問題 １５ （計算して解く方法）

超音波によるひび割れ深さの測定

発振子と受振子のひび割れまでの距離 a

ひび割れ深さ d 超音波伝播速度 4,000m/ｓ

ｄ２＝（V ・ｔ／２）２ーa２

（１） a=150、ｔ＝100 の場合

ｄ２＝（4×10６×100×10－6÷２）２ー150２＝17500 ｄ＝132

（２） 同様の計算で ｄ＝173

（３） 同上 ｄ＝56

（４） 同上 ｄ＝125 最大となるのは、 （２）

計算しないで解く方法
（１）と（２）を比較・・（２）の方が深い
（２）と（４）を比較・・（２）の方が深い
（１）と（３）を比較・・（１）の方が深い
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問題（１５） 別の解答方法

◆ 超音波によるひび割れ深さの測定

ひび割れ深さが最も大きいもの

ひび割れ深さが大きいものは時間が掛かる

同時間であれば、aの距離が短い方が深い

正解は（２）

ちなみに

Ｖ＝4000ｍ／ｓ ｔ＝100μｓ ⇒ 400ｍｍ

ｄ2＋1002＝2002 ｄ＝173ｍｍ
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問題 ３８

3等分点載荷の単純桁に外ケーブルを配置

もともとのせん断力は、 P

これを20％減少させる 0.2P

緊張力 X/2 の分力で、X/4

ケーブル2本なので、X/2

X/２＝0.2P X＝0.4P ⇒ 2／5Ｐ

正解 （４）
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問題 ３９

線形累積損傷則（マイナー則）による疲労の照査

引張鉄筋の線形疲労度 0.76 ⇒ 1.0 までの時間

引張応力度 152N/mm2 が毎月400回作用

鉄筋の引張強度 400N/mm2

最大応力比Smax＝（152N/mm2／400N/mm2）×100＝38％

等価繰り返し回数 5×105 （図から読み取る）

400回/月×12×T１＝5×10５ が破壊までで T1≒104年

0.76×104＝79年 照査時点から25年 正解（３）

疲労強度（累積疲労損傷度）
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